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平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
五
日 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に 

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

「
駅
前
商
店
街
の
風
景
」 

文 

宝
子
山 

賢
祐 

 

横
浜
市
在
住
の
私
は
、
毎
日
横
須
賀
線
に
乗
っ
て

通
勤
し
て
い
る
。 

 絵 石原 隆男 

 絵 木下 俊延 

逗
子
駅
の
改
札
を
通
り
抜
け
、
電
車
に
乗
ろ
う
と

猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
迫
っ
て
く
る
老
若
男
女
を
何
と
か

か
わ
し
て
駅
前
の
コ
ン
ビ
ニ
に
立
ち
寄
る
の
が
朝

の
日
課
で
あ
る
。
師
走
を
迎
え
そ
れ
な
り
に
慌
た
だ

し
い
朝
の
風
景
で
は
あ
る
が
、
時
折
海
の
匂
い
を
感

じ
る
と
思
わ
ず
心
が
和
ん
で
し
ま
う
。 

逗
子
に
毎
日
通
勤
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
う

す
ぐ
６
年
、
銀
座
通
り
に
あ
る
勤
め
先
（
創
業
58

年
の
老
舗
）
ま
で
歩
い
て
２
分
ほ
ど
だ
が
、
思
え

ば
駅
か
ら
店
ま
で
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
距
離
で

も
こ
の
６
年
で
ず
い
ぶ
ん
と
町
並
み
が
変
わ
っ

た
も
の
で
あ
る
。
昔
か
ら
あ
っ
た
お
店
が
い
つ
の

間
に
か
チ
ェ
ー
ン
店
に
変
わ
っ
て
い
た
り
し
て
、

何
と
な
く
切
な
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
多
い
。

最
近
で
は
週
末
と
も
な
る
と
、
銀
座
通
り
か
ら
な

ぎ
さ
通
り
に
か
け
て
の
一
方
通
行
の
道
路
は
大

渋
滞
で
、
お
世
辞
に
も
商
店
街
に
素
敵
な
景
観
が

広
が
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。 

し
か
し
改
め
て
の
ん
び
り
と
駅
前
の
商
店
街

を
歩
い
て
み
る
と
、
こ
の
街
で
生
活
し
て
い
る

人
々
の
息
遣
い
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。
魚

屋
さ
ん
も
八
百
屋
さ
ん
も
、
そ
し
て
酒
屋
さ
ん

も
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
。 

ど
こ
と
な
く
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
空
気
の
中
で
、

店
主
と
お
客
さ
ん
と
の
や
り
と
り
か
ら
生
ま
れ
る
活

気
が
、
商
店
街
の
景
観
を
彩
る
何
よ
り
の
ス
パ
イ
ス

な
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 
 

 
 

 
 



 

『『逗逗子子のの路路地地をを巡巡るるままちち歩歩きき』』開開催催ののごご報報告告  

１１月２９日、『逗子の路地を巡るまち歩き』を開催しました。 

路地をテーマに、新宿地区から披露山へ繋がるハイキングコースを登

り、小坪漁港まで歩きました。逗子の路地を歩くと、竹垣やぼさ垣、

黒松の残る趣のある新宿地区、山あいから見える眺望、古井戸が見ら

れる小坪の細い路地などみどころがたくさんありました。 

これからも発見がたくさんあるまち歩きを開催したいと思います。 

瓦版の編集担当は 逗子市環境都市部まちづくり課♪ 
電話：046-873-1111  FAX：046-873-4520  
Mail：machi@city.zushi.kanagawa.jp 
 
 
 

☆瓦版のバックナンバーは逗子市ホームページまたはフェイスブックからも 
閲覧できます。また、逗子市庁舎一階、まちづくり課窓口、市民交流センターに 
配架しています。他のナンバーも是非ご覧ください。 

 

 

逗子の景観まちづくり 検索 

クリック！  

逗逗子子のの景景観観をを考考ええるる  vvooll..７７  

瓦版に掲載する 

逗子の景観コラム、 

イラスト募集中！！ 

ままちちななみみををデデザザイインンししよようう！！！！    ～～アアダダププトト活活動動ののごご紹紹介介～～  
アアダダププトトとといいうう制制度度ををごご存存じじででししょょううかか？？アアダダププトトととはは英英語語でで「「養養子子縁縁組組すするる」」とといいうう意意味味でで、、

市市民民がが主主体体ととななっってて一一定定区区画画のの公公共共のの場場所所ををわわがが子子ののよよううにに緑緑化化やや清清掃掃活活動動をを行行いい、、行行政政がが必必要要なな

資資材材やや花花苗苗等等をを提提供供しし、、支支援援すするる制制度度でですす。。逗逗子子市市でではは、、道道路路やや公公園園・・緑緑地地等等ででここののアアダダププトト活活動動

をを行行っってていいまますす。。  

今今回回はは「「足足元元かからら逗逗子子ををききれれいいににししたたいい」」ここのの思思いい一一心心でで  

アアダダププトト活活動動をを率率先先ししてて行行っってていいるる斎斎田田洋洋一一郎郎ささんんににおお話話をを  

伺伺いいままししたた。。  

◆◆始始めめらられれたたききっっかかけけ、、どどうういいうう活活動動ををさされれてていいるるかか教教ええてて

くくだだささいい。。  

  

  

  

  

  
  

◆◆活活動動をを始始めめてて、、変変化化ははあありりままししたたかか？？  

  

  

  

  

  

私私たたちちがが普普段段何何気気ななくく通通っってていいるるああのの道道もも、、心心がが和和むむああのの

景景観観もも、、人人のの手手ががかかけけらられれてていいまますす。。ももししそそれれががななくくななっってて

ししままううとと今今ままででのの暮暮ららししがが変変わわっっててししままううかかももししれれまませせんん。。

私私たたちちののいいつつもものの景景観観はは、、ここううししたた活活動動にによよっってて支支ええらられれてて

いいまますす。。  

元元々々はは雑雑草草がが生生いい茂茂りり、、木木がが覆覆うう暗暗いい道道ででししたた。。そそここをを、、木木

をを刈刈るるととこころろかからら始始めめてて通通りりややすすいい道道ににしし、、一一緒緒にに活活動動ししてて

いいるる方方がが人人がが休休めめるるよよううににベベンンチチをを置置いいててくくれれままししたた。。  

活活動動のの基基本本はは除除草草でですす。。荒荒れれてていいるる所所ををままずずききれれいいににすするるここ

ととかかららままちちづづくくりりはは始始ままりりまますす。。美美ししいいままちちななみみををつつくくるるたた

めめにに、、パパンンジジーーななどどのの花花もも植植ええてていいまますす。。 

・きれいに除草され、パンジー
が植えられています。 

ははじじめめはは荒荒れれたた地地をを見見かかねねてて自自分分一一人人ででややりり始始めめたたこことと

でですすがが、、今今ととななっっててははごご近近所所のの方方もも時時間間をを見見つつけけててははここまま

めめにに手手入入れれををししててくくれれるるよよううににななりりままししたた。。人人ががななかかななかか

手手ををかかけけよよううととししなないいゴゴミミ置置きき場場ををききれれいいにに掃掃除除ししてて、、ごご

みみ収収集集員員にに驚驚かかれれたたここととももあありりままししたた。。  

今今ででははいいろろんんなな人人にに見見守守らられれてていいまますす。。 

●経塚 

イチョウ並木 
黒松のある 

風景 

瓦版の発起人で編集の中心的役割を担い、「逗子の地名アラカルト」の執筆者であった及川洋一さんが先月末 

急逝されました。ご冥福を祈りつつ、及川さんの遺志を継いで瓦版を続けてまいります。 

① 
② 

葉桜団地へ登る道 

・ブロックを敷いて、雨が降ってもぬかるみで滑らずに 

歩きやすくなっています。 
・両脇の草が刈り取られ、樹木は適宜枝はらいされてい
て明るくなっています。 

※経塚とは経典を後世まで伝えるため塚の中に経典を納めた 

遺構で、かつて逗子でもいくつもの塚があったそうですが、 

今は桜山に唯一残っています。 

※葉桜団地へ登る道は、①「アダプト桜道」と②「葉桜自治会」

がアダプト活動を行っています。 

竹垣 

ぼさ垣 

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp
mailto:https://www.facebook.com/zushiscape

